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「
未
来
か
が
や
き
隊
」

 

新
た
な
繋
が
り
で
地
域
の
未
来
を
照
ら
す

Ｑ　

文
化
部
会
の
活
動
と
取
組
み
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

土
久
岡　

八
本
松
住
民
自
治
協
議
会

に
は
８
つ
の
部
会
が
あ
り
、
文
化
部

会
は
「
ふ
る
さ
と
文
化
祭
」
や
「
と

ん
ど
祭
り
」
と
い
っ
た
地
域
行
事
を

担
っ
て
い
ま
す
。
八
本
松
す
べ
て
の

地
域
で
行
わ
れ
て
い
た
と
ん
ど
祭
り

は
、
実
施
す
る
地
域
も
少
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
小
中
学
生
が
伝
統
に
触

れ
る
貴
重
な
機
会
と
し
て
、
中
学
校

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
お
借
り
し
て
行
い
、

伝
統
行
事
の
継
承
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
行
事
は
長
く
地
域
の
皆
さ

ん
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
住

民
自
治
協
議
会
の
発
足
か
ら
10
年
を

経
て
、
人
材
の
確
保
・
育
成
が
課
題

の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
、
地
域
貢
献
を
軸
に
部
会
活
動

を
充
実
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　
「
未
来
か
が
や
き
隊
」の
活
動
を

始
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
と
、こ
れ
ま

で
の
歩
み
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

中
曽　

地
域
行
事
に「
未
来
か
が
や

き
隊
」の
皆
さ
ん
が
関
わ
る
こ
と
で

「
自
分
も
地
域
の
一
員
だ
」と
感
じ
て
、

八
本
松
を
も
っ
と
好
き
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
活
動
を
始
め
ま

し
た
。
メ
ン
バ
ー
自
ら
が
コ
ー
ナ
ー

を
企
画
・
運
営
す
る
な
ど
、主
体
的
な

取
組
み
へ
広
が
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

中
高
生
30
人
の
登
録
が
あ
り
ま
す
。

田
原　

私
は
、
八
本
松
で
生
ま
れ
育

ち
、
八
本
松
に
住
み
続
け
、
子
ど
も

も
生
ま
れ
子
育
て
も
し
て
い
ま
す
。

全
身
全
霊
で
「
ア
イ
ラ
ブ
八
本
松
」

で
す
。「
未
来
か
が
や
き
隊
」
の
皆

さ
ん
も
、
よ
り
深
く
八
本
松
を
愛
し
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て
も
ら
い
、
未
来
の
地
域
活
性
化
の

担
い
手
と
な
れ
る
よ
う
育
成
を
し
な

が
ら
、
一
緒
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

未
来
か
が
や
き
隊
の
活
動
を
通

じ
て
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
感
じ
て
い
ま
す
か
。

上
野　

ふ
る
さ
と
文
化
祭
で
は
、
自

分
た
ち
で
屋
台
を
運
営
し
て
、
お
客

さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
の
が
嬉

し
か
っ
た
で
す
し
、
や
り
遂
げ
た
と

き
の
責
任
感
や
達
成
感
は
か
け
が
え

の
な
い
も
の
で
す
。
自
分
も
楽
し
み

な
が
ら
、
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
の

は
す
ご
く
い
い
経
験
で
し
た
。
地
域

と
関
わ
り
続
け
る
こ
と
は
、
人
と
し

て
成
長
す
る
た
め
に
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。

山
下　

活
動
は
と
て
も
楽
し
い
で
す

し
、こ
う
い
う
経
験
を
積
め
て
、な
お

か
つ
、地
域
に
貢
献
で
き
る
の
は
大

き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
高
校
生
活

は
一
度
き
り
な
の
で
、勉
強
だ
け
じ
ゃ

な
く
て
今
の
う
ち
に
こ
う
い
う
経
験

を
し
て
お
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

赤
宗　

私
は
八
本
松
小
学
校
の
子
ど

も
祭
り
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。
普
段

関
わ
っ
て
い
る
小
学
生
も
、
運
営
す

る
側
に
な
り
、
立
場
も
変
わ
る
と
接

し
方
も
変
わ
り
、
難
し
い
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
先
輩
が
優
し
く
教
え

て
く
れ
て
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

前
迫　

生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
八
本
松

で
、
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
何
か
を

や
れ
る
の
は
す
ご
く
楽
し
く
て
、
い

い
経
験
に
な
っ
て
い
ま
す
。
何
よ
り

地
元
の
み
ん
な
と
一
緒
に
活
動
で
き

る
こ
と
が
、
一
番
楽
し
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。

Ｑ　

今
後
、
地
域
や
行
政
に
望
む
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

前
迫　

西
高
屋
駅
に
あ
る
情
報
ラ
ウ

ン
ジ
の
よ
う
な
施
設
が
八
本
松
に
も

あ
れ
ば
、
放
課
後
や
休
日
に
気
軽
に

集
ま
れ
る
居
場
所
と
な
り
、
若
者
が

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
保
ち
や
す
く

な
る
と
思
い
ま
す
。

上
野　

夏
祭
り
は
、
地
元
の
子
ど
も

や
同
級
生
が
集
ま
る
大
切
な
機
会
で

す
が
、
年
に
一
度
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

本
来
は
地
域
で
工
夫
し
て
取
り
組
む

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
行
政
が
新

し
い
イ
ベ
ン
ト
を
後
押
し
し
て
く
れ

る
と
活
動
の
幅
が
広
が
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

❷❷

❸❸

①　「未来かがやき隊」の皆さん
②　ふるさと文化祭の打ち合わせ
③　ビンゴゲームの進行
④　未来かがやき隊のゲームブース
⑤　取材風景

❶❶

❹❹ ❺❺
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令和７年第３回定例会　議案の概要

第３回定例会
（会期：令和７年９月３日～10月９日）

議決した案件

【表決が分かれた議案名】

議案第103号　 東広島市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定に

ついて

議案第106号　東広島市庁舎駐車場設置及び管理条例の一部改正について

議決結果
●全会一致可決…21件　　●賛成多数可決…２件

表決が分かれた案件の表決結果

議案番号
▼

会派名 清新の会 創志会 市民クラブ 公明党 創生会 未来の風 真政
倶楽部

日
本
共
産
党

議員名

上
岡　

裕
明

大
下　

博
隆

田
坂　

武
文

貞
岩　
　

敬

北
林　

光
昭

重
森
佳
代
子

乗
越　

耕
司

上
田　
　

秀

向
井　

哲
浩

中
曽　

久
勝

岡
田　

育
三

玉
川　

雅
彦

奥
谷　
　

求

小
池
恵
美
子

落
海　

直
哉

景
山　
　

浩

中
川　
　

修

石
原　

賢
治

下
向
智
恵
子

原
田　

栄
二

坂
元
百
合
子

片
山　

貴
志

岩
崎　

和
仁

牧
尾　

良
二

鍋
島　

勢
理

木
村　

輝
江

鈴
木　

英
士

山
田　
　

学

宮
川　

誠
子

谷　
　

晴
美

議案第103号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案第106号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

※「議」は議長「○」は賛成「×」は反対

議案の内訳
10月９日に議決された案件は除きます。

●市長提出議案…22件

　（条例案４件　予算案５件　承認案１件　同意案２件　諮問４件　その他６件）

●議長発議…１件　（議員派遣）

　議案書、提出議案説明書など、本会議資料は、右のQRコードからご覧いただけます。
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令和７年第３回定例会　議案の概要

地
方
卸
売
市
場
「
東
広
島
流
通
セ
ン

タ
ー
」
の
敷
地
と
し
て
、
無
償
で
貸
し
付

け
て
い
る
東
広
島
市
の
財
産
で
あ
る
土

地
を
、
引
き
続
き
東
広
島
流
通
セ
ン
タ
ー

株
式
会
社
へ
無
償
で
貸
し
付
け
ま
す
。

○
所
在
地

東
広
島
市
八
本
松
東
二
丁
目
144
番
１

○
面
積

１
７
３
２
４
．
6
1
㎡

○
貸
付
期
間

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
13
年
３
月
31
日
ま
で

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ

５
年
間
で
収
益
を
上
げ
、
土
地
代

を
支
払
っ
て
も
ら
う
方
向
に
も
っ
て

い
く
考
え
が
あ
る
の
か
。

Ａ

今
後
の
課
題
で
は
あ
る
が
、
長
期

○
購
入
す
る
車
両

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
３
台

○
配
備
先

東
広
島
市
消
防
団
福
富
方
面
隊
福
富

西
分
団
、
黒
瀬
方
面
隊
中
黒
瀬
分
団

及
び
下
黒
瀬
分
団

○
取
得
価
格

３
４
２
１
万
１
９
２
５
円

○
契
約
の
相
手
方

中
下
モ
ー
タ
ー
ス
有
限
会
社

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ

更
新
前
の
車
両
と
仕
様
の
変
更
は

あ
る
の
か
。

Ａ

更
新
前
の
車
両
は
運
転
席
、助
手
席

の
後
ろ
が
荷
台
と
な
っ
て
い
る
が
、今

回
の
車
両
は
５
人
乗
車
可
能
な
ワ
ン

ボ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ
へ
と
変
更
し
て
い
る
。

収
支
計
画
の
中
で
収
支
の
改
善
の
余

地
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ

流
通
セ
ン
タ
ー
の
土
地
の
無
償
貸

付
け
に
つ
い
て
、
無
償
で
な
い
場
合

は
ど
の
ぐ
ら
い
の
金
額
に
な
る
の
か
。

Ａ

本
市
の
行
政
財
産
貸
付
基
準
を
用

い
て
使
用
料
を
算
定
し
た
場
合
、
年

額
２
１
８
３
万
３
０
０
０
円
程
度
と

試
算
し
て
い
る
。

Ｑ

昨
年
に
比
べ
て
１
台
当
た
り
の
単

価
が
高
い
が
、
価
格
の
違
い
は
何
か
。

Ａ

安
全
基
準
の
厳
格
化
に
伴
い
車
両

価
格
が
上
が
っ
た
こ
と
と
、
資
機
材

の
価
格
が
上
が
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

〈
議
案
第
99
号
〉

東
広
島
流
通
セ
ン
タ
ー
へ
の

土
地
の
無
償
貸
付
を
継
続
し
ま
す

〈
議
案
第
98
号
〉

消
防
用
車
両
を
購
入
し
ま
す

小型動力ポンプ付積載車

東広島流通センター
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令和７年第３回定例会　議案の概要

○
工
事
の
内
容

黒
瀬
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
舞
台
音

響
設
備
等
の
改
修
に
係
る
電
気
設
備

工
事
一
式

○
契
約
の
方
法

※
随
意
契
約

○
契
約
金
額

１
億
６
９
４
０
万
円

○
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社
プ
ロ
テ
ッ
ク

○
工
期

議
決
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら

令
和
８
年
４
月
15
日
ま
で

【
随
意
契
約
と
す
る
理
由
】

舞
台
音
響
設
備
等
の
改
修
工
事
は

専
門
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
技
術
者

不
足
な
ど
の
理
由
に
よ
り
複
数
の
応

札
者
が
な
く
、
３
度
入
札
不
調
と
な

○
変
更
の
内
容

契
約
金
額
を
4
9
1
万
７
０
０
０

円
増
額
し
、
１
億
６
０
０
１
万
７
０

０
０
円
と
し
ま
す
。

○
増
額
の
主
な
内
容

連
絡
橋
の
塗
装
の
仕
様
を
一
般
塗

装
か
ら
重
防
食
塗
装
へ
変
更
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ

当
初
契
約
で
は
な
く
、
今
回
変
更

す
る
こ
と
と
な
っ
た
理
由
は
何
か
。

Ａ

今
回
新
設
す
る
連
絡
橋
は
、
浮ふ
か
ん函

の
更
新
時
期
に
合
わ
せ
て
塗
装
し
直

す
こ
と
を
検
討
し
て
い
た
が
、
調
査

の
結
果
、
浮
函
の
本
体
に
大
き
な
損

傷
が
な
く
長
く
使
え
る
こ
と
が
判
明

し
た
た
め
、
耐
用
年
数
の
長
い
塗
装

に
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
。

り
ま
し
た
。
こ
の
工
事
は
、
建
築
工

事
・
機
械
工
事
・
電
気
工
事
の
３
つ

に
分
離
し
て
発
注
し
た
黒
瀬
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
長
寿
命
化
改
修
工
事
の

う
ち
、
電
気
工
事
の
部
分
で
あ
り
、

す
で
に
建
築
工
事
や
機
械
工
事
な
ど

が
進
む
中
、
工
期
を
遅
ら
せ
な
い
た

め
に
は
、
こ
れ
以
上
入
札
を
行
う
時

間
的
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
の
入
札
で
唯
一
応
札

の
意
思
を
示
し
た
業
者
と
、
随
意
契

約
に
よ
り
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も

の
で
す
。

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ

当
該
業
者
の
技
術
力
は
、
何
を
視

点
に
判
断
さ
れ
た
の
か
。

Ａ

電
気
通
信
工
事
業
の
Ａ
ラ
ン
ク
で

あ
り
、
か
つ
音
響
設
備
の
工
事
実
績

が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

〈
議
案
第
114
号
〉

黒
瀬
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
舞
台
音
響
設
備
等

改
修
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結
し
ま
す

〈
議
案
第
101
号
〉

安
芸
津
桟
橋
連
絡
橋
改
築
工
事
の

請
負
契
約
を
変
更
し
ま
す

広域図詳細図

※随意契約　　国や地方公共団体などが競争入札によらずに任意（随意）で決定した相手と契約を
締結すること。市議会だより　2025.11 page.06



令和７年第３回定例会　議案の概要

○
条
例
の
名
称

東
広
島
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例

○
制
定
の
理
由

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
い

新
た
に
市
の
認
可
事
業
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
た
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

（
通
称「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」）

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
も
の
で
す
。

○
条
例
の
内
容

事
業
者
や
職
員
に
対
す
る
義
務
と

し
て
、
安
全
計
画
の
策
定
等
、
職
員

の
一
般
的
条
件
、
虐
待
等
の
禁
止
、

衛
生
管
理
等
、
食
事
提
供
に
関
す
る

設
備
、
事
業
所
内
部
の
規
程
の
整
備

に
つ
い
て
定
め
ま
す
。

○
施
行
期
日

令
和
７
年
10
月
１
日

【
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
】

保
育
所
等
に
通
っ
て
い
な
い
０
歳

６
ヶ
月
〜
満
３
歳
未
満
の
こ
ど
も
が
、

保
護
者
の
就
労
状
況
に
か
か
わ
ら
ず

一
定
の
時
間
の
枠
内
で
保
育
施
設
を

利
用
で
き
る
制
度
で
、
令
和
８
年
度

か
ら
全
国
で
本
格
実
施
予
定
で
す
。

東
広
島
市
で
は
、
実
際
の
運
用
に

お
け
る
課
題
を
整
理
し
円
滑
に
制
度

開
始
す
る
た
め
、
本
格
実
施
に
先
立

ち
、
令
和
７
年
10
月
か
ら
５
施
設
で

試
行
実
施
し
て
い
ま
す
。

利
用
時
間
は
こ
ど
も
一
人
当
た
り

月
10
時
間
以
内
、
利
用
料
は
一
時
間

当
た
り
300
円
で
す
。

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
開
始

に
向
け
て
体
制
は
整
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ

国
の
制
度
の
う
ち
本
市
で
は
、
保

育
所
や
定
員
を
別
に
設
け
て
実
施
す

る
一
般
型
で
は
な
く
、
今
の
保
育
体

制
の
中
で
定
員
の
空
き
状
況
等
を
活

用
す
る
余
裕
活
用
型
を
採
用
し
て
い

る
。
試
行
段
階
で
は
あ
る
が
、
受
入

れ
の
際
に
は
子
ど
も
の
状
態
に
つ
い

て
し
っ
か
り
と
確
認
す
る
な
ど
、
円

滑
な
制
度
開
始
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

Ｑ

３
歳
未
満
の
子
ど
も
が
通
園
バ
ス

に
乗
る
こ
と
の
安
全
性
に
つ
い
て
は

議
論
さ
れ
た
の
か
。

Ａ

検
討
の
結
果
、
安
全
性
の
確
保
な

ど
の
観
点
か
ら
難
し
い
と
い
う
こ
と

で
公
立
に
つ
い
て
は
通
園
バ
ス
の
運

行
を
想
定
し
て
い
な
い
。
一
方
、
制

度
的
に
は
可
能
な
た
め
、
民
間
に
つ

い
て
は
通
園
バ
ス
等
を
運
行
す
る
希

望
が
あ
る
場
合
の
規
定
を
す
る
必
要

が
あ
っ
た
。

委
員
会
で
の
主
な
自
由
討
議

意
見

キ
ャ
ン
セ
ル
規
定
に
つ
い
て
明

確
に
す
る
な
ど
、
施
設
側
に
も
安
心

し
て
こ
の
制
度
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
が
必
要

と
考
え
る
。

本
会
議
で
の
討
論

反
対

３
歳
未
満
の
子
ど
も
が
通
園
バ

ス
を
利
用
で
き
る
こ
と
は
子
ど
も
自

身
は
も
と
よ
り
事
業
者
が
大
き
な
代

償
を
背
負
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い

と
考
え
、
反
対
す
る
。

賛
成

今
後
の
全
域
で
の
制
度
実
施
に

向
け
、
保
護
者
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
を

丁
寧
に
把
握
し
、
ま
た
保
育
現
場
に

お
け
る
実
践
的
な
知
見
を
積
み
重
ね

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
内
容
と
な
っ

て
い
る
。
将
来
的
な
制
度
の
円
滑
な

展
開
と
子
育
て
世
代
が
よ
り
安
心
し

て
利
用
で
き
る
環
境
整
備
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

〈
議
案
第
103
号
〉

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
の
実
施
の
た
め
の
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
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令和７年第３回定例会　議案の概要

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業
の
不
足
額
給
付
や
、
社
会
福
祉
施
設
等
へ
の
物
価
高
騰
対
策
な
ど
に
要
す
る
経
費
を
追
加
す
る
た
め
、
総
額
に
７
億

６
６
５
９
万
６
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
総
額
を
１
０
８
４
億
５
１
３
５
万
７
千
円
と
す
る
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
を
可
決
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
107
号
〉

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ

御
薗
宇
小
学
校
及
び
川
上
小
学
校

の
施
設
整
備
に
お
い
て
、
週
休
２
日

モ
デ
ル
工
事
の
導
入
に
よ
り
増
額
と

な
る
理
由
は
何
か
。

Ａ

工
事
・
作
業
の
調
整
や
工
程
の
見

直
し
が
必
要
に
な
り
、
仮
設
費
や
現

場
管
理
に
関
す
る
コ
ス
ト
が
増
額
す

る
た
め
で
あ
る
。

Ｑ

担
い
手
育
成
農
業
機
械
整
備
支
援

事
業
の
補
助
金
の
申
請
件
数
が
当
初

の
見
込
み
件
数
よ
り
増
加
し
た
要
因

は
何
か
。

Ａ

対
象
者
や
申
請
で
き
る
回
数
な
ど

の
要
件
の
緩
和
を
行
っ
た
こ
と
、
制

度
の
周
知
が
進
ん
だ
こ
と
な
ど
が
要

因
と
考
え
る
。

令和７年度一般会計補正予算（第３号）
補正額　７億6,659万６千円

【主な内容】

●住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業 １億9,843万２千円

　 令和６年度に実施した、定額減税しきれないと見込まれる方への調整給付

金に対する不足額給付が予想額を上回る見込みとなったため増額します。

●社会福祉施設等への物価高騰対策 5,744万８千円

　 物価高騰の影響を受けている社会福祉施設等に対し、安定的な福祉サービ

スの提供及び持続可能な運営を図るための支援を行います。

●週休２日モデル工事の試行 2,000万円

　 御薗宇小学校の増築工事などの『週休２日モデル工事の試行』により、経

費等の増加が見込まれるため、工事請負費を増額します。

●農業支援に関する補助金の増額 1,084万２千円

　 「地域グループ営農支援事業」及び「担い手育成農業機械整備支援事業」の

補助金申請件数が当初予算要求時の見込みを上回ったため、補助金を増額

します。

●インターナショナル・ワイン・チャレンジSAKE部門の東広島市開催

980万円

　 国際的な日本酒審査会として影響力のあるインターナショナル・ワイン・

チャレンジ（IWC）のSAKE部門を関係団体等と連携し東広島市で開催する

ことにより、「日本酒のまち東広島」としての認知度向上を図り、観光客誘

客や日本酒の販路拡大につなげます。

●地域（こども）食堂の食材費高騰支援 500万円

　 物価高騰の影響を受けている地域（こども）食堂の負担軽減を図るため、

各食堂に対して東広島市産米等の食材支援を行います。
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一 般 質 問

※チーム担任制　　学級担任を１人に固定せず、複数の教員で担う方式。
　ＳＡＦ　　 「Sustainable Aviation Fuel（持続可能な航空燃料）」の略称で、植物などのバイオマス由来の原料や廃食油など、循

環型の原料で製造された航空燃料。

※
チ
ー
ム
担
任
制
の

導
入
に
つ
い
て

質　

問

　

本
市
の
小
中
学
校
の
多
く
が
採
用
し

て
い
る
学
級
担
任
制
で
は
、
担
任
に
負

担
が
集
中
し
、
児
童
生
徒
へ
の
支
援
が

遅
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
チ
ー
ム
担
任

制
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
複
数
の
教
員

で
児
童
生
徒
を
見
守
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
負
担
軽
減
や
若
手
育
成
も
図
れ

る
も
の
と
考
え
る
が
、
導
入
に
つ
い
て

検
討
で
き
な
い
か
、
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
市
場
教
育
長

　

チ
ー
ム
担
任
制
は
、
学
校
が
抱
え
る

課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
取
組
み
の
一

つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
現
在
推

進
し
て
い
る
教
科
担
任
制
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
チ
ー
ム
担
任

制
の
試
行
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

廃
食
用
油
の
回
収
体
制
の

構
築
で
※
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
推
進
を

質　

問

　

次
世
代
燃
料
と
し
て
廃
食
用
油
等
か

ら
製
造
さ
れ
る
Ｓ
Ａ
Ｆ
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。
Ｓ
Ａ
Ｆ
を
含
む
次
世
代
燃
料
の

活
用
を
見
据
え
、
廃
食
用
油
の
回
収
に

関
す
る
官
民
連
携
の
事
業
に
つ
い
て
検

討
で
き
な
い
か
、
本
市
の
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
大
石
生
活
環
境
部
長

　

幅
広
い
テ
ー
マ
が
あ
る
中
、
本
市
主

導
の
資
源
循
環
モ
デ
ル
の
構
築
と
し
て

は
、
事
業
活
動
に
伴
う
廃
食
用
油
の
既

存
の
回
収
ル
ー
ト
に
家
庭
か
ら
の
廃
食

用
油
を
加
え
て
い
く
こ
と
が
、
最
も
効

率
的
な
も
の
と
考
え
る
。
廃
食
用
油
が

大
事
な
資
源
に
な
り
得
る
こ
と
を
広
く

周
知
す
る
と
と
も
に
、
地
元
企
業
や
周

辺
自
治
体
と
の
連
携
を
進
め
て
い
く
。

一 般 質 問

下
しもむかい

向　智
ち え こ

恵子
（公明党）

質問した項目
■小中学校におけるチーム担任
制の導入について

■「グローバル人材を目指す」
中学校におけるオンライン英
会話の導入について

■廃食用油の回収体制の構築で
SAFの推進を

下向議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

高
垣
市
政
成
果
と
課
題
・

３
期
目
の
挑
戦
に
つ
い
て

質　

問

　

高
垣
市
政
の
成
果
と
課
題
、
ま
た
、

課
題
を
踏
ま
え
た
上
で
の
３
期
目
の
挑

戦
に
つ
い
て
真
意
を
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

私
が
市
長
に
就
任
し
て
、
令
和
２
年

３
月
に
は
、
第
五
次
東
広
島
市
総
合
計

画
を
策
定
し
、
2030
年
の
本
市
の
あ
る
べ

き
姿
を
「
未
来
に
挑
戦
す
る
自
然
豊
か

な
国
際
学
術
研
究
都
市
」
と
定
め
、「
世

界
に
貢
献
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造

の
ま
ち
」
と
「
暮
ら
し
輝
き
、
笑
顔
あ

ふ
れ
る
生
活
価
値
創
造
の
ま
ち
」
を
掲

げ
市
政
を
推
進
し
て
き
た
。
成
果
と
し

て
は
、
市
長
就
任
時
よ
り
人
口
が
約
4

5
0
0
人
増
加
し
、
広
島
県
内
で
唯
一

の
人
口
増
加
都
市
と
な
っ
て
お
り
、
税

収
は
、
約
80
億
円
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
産
業
面
で
は
、
直
近
４
か
年
で
新

規
７
、
既
存
19
の
延
べ
26
の
企
業
が
工

場
な
ど
の
拡
張
整
備
を
行
い
、
約
１
０

０
０
人
の
新
た
な
雇
用
が
生
ま
れ
た
。

客
観
的
な
指
標
の
成
果
と
し
て
は
、
東

洋
経
済
新
報
社
の
「
都
市
デ
ー
タ
パ
ッ

ク
」
で
は
、
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
が

815
市
区
中
、
2021
年
の
369
位
か
ら
2025
年
に

は
257
位
へ
と
上
昇
し
て
い
る
。
次
世
代

学
園
都
市
の
実
現
に
よ
る
税
収
増
な
ど

様
々
な
波
及
効
果
を
市
民
生
活
の
質
の

向
上
に
結
び
付
け
る
事
で
選
ば
れ
る
ま

ち
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

本
市
が
理
想
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
に

は
ま
だ
ま
だ
や
る
べ
き
こ
と
が
残
さ
れ

て
い
る
。
来
た
る
べ
き
市
長
選
に
向
け

て
は
、
市
民
の
皆
様
の
負
託
が
い
た
だ

け
る
の
で
あ
れ
ば
、
市
の
課
題
に
引
き

続
き
舵
取
り
役
と
し
て
挑
戦
し
て
い
く

決
意
を
固
め
た
。

岩崎議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

岩
いわさき

崎　和
かずひと

仁
（創生会）

質問した項目
■東広島市政について
■東広島市における事務の効率
化について
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一 般 質 問

※リエイブルメント　　 主にデンマークやイギリスなどで実践されているプログラムで、日常生活で機能するために必要なスキルを
学習または再学習することにより、生活のしづらさを感じている高齢者が以前の状態を取り戻すことができ
るよう支援するサービス。

次
世
代
学
園
都
市
ゾ
ー
ン
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

質　

問

　

次
世
代
学
園
都
市
ゾ
ー
ン
で
は
広
島

大
学
周
辺
地
区
と
吉
川
地
区
の
２
つ
の

特
定
拠
点
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
連
携
が
想
定
さ
れ
て

い
る
の
か
。

答　

弁
／
栗
栖
経
営
戦
略
担
当
部
長

　

広
島
大
学
周
辺
地
区
で
は
国
内
外
か

ら
多
様
な
技
術
・
知
識
を
持
つ
人
々
が

集
う
ま
ち
づ
く
り
を
、
吉
川
地
区
で
は

半
導
体
を
始
め
と
す
る
先
端
技
術
の
集

積
を
進
め
る
と
と
も
に
田
園
環
境
と
居

住
環
境
が
共
存
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
る
。
企
業
の
研
究
開
発
や
人

材
育
成
を
広
島
大
学
が
支
援
し
、
吉
川

地
区
の
企
業
人
材
が
広
島
大
学
周
辺
で

の
多
様
な
交
流
へ
参
画
す
る
ほ
か
、
研

究
者
や
留
学
生
な
ど
の
人
材
が
こ
の
エ

リ
ア
で
生
活
す
る
な
ど
、
相
互
に
機
能

を
補
完
し
あ
い
な
が
ら
連
携
を
深
め
て

い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

半
導
体
関
連
産
業
の

集
積
に
つ
い
て

質　

問

　

吉
川
地
区
や
、
そ
の
周
辺
の
渋
滞
解

消
に
向
け
た
現
状
の
動
向
把
握
、
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
川
口
副
市
長

　

こ
れ
ま
で
の
交
通
量
調
査
等
に
よ
り

顕
著
な
渋
滞
箇
所
の
把
握
に
努
め
て
お

り
、
今
後
、
こ
れ
ら
の
渋
滞
要
因
を
分

析
し
た
上
で
道
路
の
４
車
線
化
や
交
差

点
改
良
、
信
号
サ
イ
ク
ル
の
見
直
し
な

ど
効
果
的
な
対
策
を
検
討
し
、
国
や
県

と
緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
実
効

性
の
あ
る
渋
滞
対
策
に
取
り
組
み
た
い
。

高
齢
者
の
自
立
支
援
・

※
リ
エ
イ
ブ
ル
メ
ン
ト
の
推
進

質　

問

　

リ
エ
イ
ブ
ル
メ
ン
ト
を
『
健
康
寿
命

延
伸
』
の
取
組
み
の
柱
と
し
て
位
置
付

け
、
本
市
独
自
の
モ
デ
ル
事
業
の
実
施

や
普
及
啓
発
を
進
め
る
考
え
が
あ
る
か

伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
の

成
果
と
し
て
、
県
内
で
健
康
寿
命
が
長

い
市
と
な
り
、
要
介
護
認
定
率
も
低
い

値
と
な
っ
て
い
る
。
健
康
寿
命
の
延
伸

を
さ
ら
に
図
る
観
点
か
ら
各
種
サ
ー
ビ

ス
の
活
用
や
連
動
を
図
り
、
介
護
予
防

活
動
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
地
域
包

括
ケ
ア
の
さ
ら
な
る
深
化
に
向
け
た
取

組
み
を
進
め
て
い
く
。

救
急
隊
員
の
負
担
軽
減
と

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

質　

問

　

救
急
出
動
件
数
が
増
加
す
る
中
で
救

急
隊
員
の
負
担
を
確
実
に
減
ら
す
た
め

に
、
電
動
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
の
導
入
は

必
要
不
可
欠
と
考
え
る
。
導
入
に
よ
り
、

救
急
隊
員
や
傷
病
者
の
負
担
軽
減
、
救

急
活
動
の
効
率
化
、
女
性
職
員
・
高
年

齢
職
員
の
活
躍
推
進
な
ど
多
面
的
な
効

果
が
期
待
で
き
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

答　

弁
／
藤
野
消
防
局
長

　

女
性
職
員
や
高
年
齢
職
員
の
活
躍
の

た
め
の
環
境
整
備
と
し
て
、
将
来
的
な

導
入
は
必
要
と
認
識
し
て
い
る
が
、
費

用
面
や
運
用
面
の
課
題
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
技
術
の
進
展
や
他
の
自

治
体
の
導
入
状
況
な
ど
も
注
視
し
、
慎

重
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

一 般 質 問

原
は ら だ

田　栄
え い じ

二
（公明党）

質問した項目
■高齢者の自立支援とリエイブ
ルメントの推進について

■救急隊員の負担軽減と市民
サービス向上の取り組みにつ
いて

上
う え だ

田　秀
ひでし

（創志会）

質問した項目
■東広島市次世代学園都市構想
の推進について

■半導体関連産業の集積につい
て

上田議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

原田議員の
一般質問
全編映像は
コチラから
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一 般 質 問

※労働者協同組合　　 労働者協同組合法（令和４年10月１日施行）に基づいて設立された法人で、組合員が出資し、それぞれの意見を
反映して組合の事業が行われ、組合員自らが事業に従事することを基本原理とする組織。

共
同
労
働
の
取
組
み
に

つ
い
て

質　

問

　
※
労
働
者
協
同
組
合
に
関
す
る
相
談

窓
口
の
設
置
や
専
門
的
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
派
遣
、
市
独
自
の
支
援
制
度
に
つ
い

て
伺
う
。

答　

弁
／
吉
岡
地
域
共
生
社
会
担
当
部
長

　

相
談
内
容
に
応
じ
て
産
業
振
興
課
や

地
域
共
生
推
進
課
、
社
会
福
祉
協
議
会

が
相
談
窓
口
と
な
る
が
、
取
組
内
容
に

よ
っ
て
様
々
な
分
野
に
関
わ
る
た
め
、

い
ず
れ
の
場
合
も
地
域
共
生
社
会
担
当

部
長
が
中
心
と
な
り
、
関
係
部
署
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
支
援
に
あ
た
る
。
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
を
含
め
、
市
独
自
の

支
援
制
度
に
つ
い
て
は
、
先
行
自
治
体

の
事
例
や
本
市
に
お
け
る
相
談
状
況
な

ど
を
踏
ま
え
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

ペ
ッ
ト
の
災
害
対
策
に

つ
い
て

質　

問

　

①
ペ
ッ
ト
と
暮
ら
す
人
々
が
避
難
で

き
る
避
難
所
の
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

　

②
他
市
が
行
っ
て
い
る
「
ペ
ッ
ト
と

飼
い
主
の
防
災
手
帳
」
の
活
用
に
つ
い

て
伺
う
。

答　

弁
／
大
石
生
活
環
境
部
長

　

①
最
初
に
開
設
す
る
46
か
所
の
指
定

避
難
所
全
て
に
ペ
ッ
ト
用
の
折
り
畳
み

式
簡
易
テ
ン
ト
を
備
え
て
い
る
が
、
食

料
や
ト
イ
レ
用
品
な
ど
ペ
ッ
ト
に
避
難

所
で
必
要
な
も
の
は
飼
い
主
自
身
で
準

備
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

②
同
行
避
難
へ
の
理
解
促
進
の
一
つ

の
方
法
と
し
て
導
入
を
検
討
す
る
と
と

も
に
、
飼
い
主
と
ペ
ッ
ト
の
災
害
対
策

に
つ
い
て
広
く
周
知
・
啓
発
す
る
。

誰
も
が
安
心
し
て
挑
戦

で
き
る
就
労
支
援
を

質　

問

　

静
岡
県
富
士
市
で
は
働
く
意
欲
の
あ

る
全
て
の
市
民
を
対
象
に
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
就
労
を
推
進
し
て
お
り
、
企
業
の
業

務
の
分
解
や
切
り
出
し
を
行
い
、
得
意

と
す
る
業
務
や
短
時
間
就
労
な
ど
、
就

労
希
望
者
と
業
務
を
つ
な
げ
る
取
組
み

を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
取
組
み
を
本

市
で
実
施
す
る
こ
と
へ
の
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
川
口
副
市
長

　

就
労
経
験
が
少
な
い
方
の
採
用
や
、

業
務
の
切
り
出
し
等
に
つ
い
て
企
業
の

理
解
を
得
る
た
め
の
幅
広
い
働
き
か
け

に
つ
い
て
は
、
現
状
で
は
ま
だ
限
定
的

で
あ
る
。
企
業
に
理
解
を
求
め
て
い
く

取
組
み
を
進
め
つ
つ
、
あ
ら
ゆ
る
就
労

希
望
者
と
業
務
を
つ
な
げ
る
取
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
。

未
来
を
見
据
え
た
学
び
の

あ
る
居
場
所
づ
く
り
を

質　

問

　

子
ど
も
や
若
者
と
地
域
・
企
業
と
の

出
会
い
は
新
た
な
視
点
や
選
択
肢
を
広

げ
、
企
業
に
と
っ
て
も
人
材
確
保
や
地

域
貢
献
に
つ
な
が
る
。
児
童
青
少
年
セ

ン
タ
ー
が
子
ど
も
や
若
者
と
地
元
企
業

が
つ
な
が
る
拠
点
と
な
る
こ
と
に
つ
い

て
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

今
後
は
地
域
の
企
業
や
団
体
と
の
連

携
を
強
化
し
、
青
少
年
が
多
様
な
大
人

と
出
会
い
、
実
社
会
に
触
れ
る
機
会
を

提
供
し
、
児
童
青
少
年
セ
ン
タ
ー
が
子

ど
も
や
若
者
を
地
域
と
つ
な
ぐ
拠
点
と

し
て
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
努
め
て

い
く
。

一 般 質 問

鍋
なべしま

島　勢
せ り

理
（未来の風）

質問した項目
■誰もが安心して挑戦できるユ
ニバーサル雇用の推進を

■子どもや若者が安心して過ご
せ学べるまちの実現に向けて

■地域のつながりづくりに寄与す
る敬老事業を

坂
さかもと

元　百
ゆ り こ

合子
（公明党）

質問した項目
■予防医療に対する本市の取組
みについて

■労働者協同組合法の活用につ
いて

■ペットの災害対策における
「ペットと飼い主の防災手帳」
の活用について

坂元議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

鍋島議員の
一般質問
全編映像は
コチラから
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一 般 質 問

※関係人口　　移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でもない、地域と多様にかかわる人々の数。
　指定管理者　　 多様化する住民ニーズにより効果的、効率的に対応するため、公の施設の管理に民間の能力を活用しつつ住民サー

ビスの向上を図るとともに、経費の節減等を図ることを目的として施設の管理を行わせる者。

大
学
連
携
予
算
拡
大
。

市
民
優
先
の
予
算
編
成
を
！

質　

問

　

①
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
大
介
護
時

代
を
見
据
え
た
市
の
対
応
方
針
を
問
う
。

　

②
昨
年
は
「
中
学
校
給
食
費
の
み
の

無
償
化
は
、
小
学
生
の
世
帯
か
ら
不
公

平
の
声
が
上
が
る
可
能
性
が
あ
り
公
平

性
の
観
点
か
ら
難
し
い
」と
の
答
弁
だ
っ

た
が
、
国
策
で
小
学
校
無
償
化
が
先
行

す
る
動
き
が
あ
る
。
無
償
化
は
小
中
学

校
同
時
開
始
を
め
ざ
す
べ
き
で
は
？

　

③
大
学
連
携
は
８
年
間
で
約
45
倍
の

１
億
８
千
万
円
。
学
生
定
着
率
は
３
％

程
度
。優
先
順
位
を
検
討
す
べ
き
で
は
？

　
　
　
　

高
垣
市
長

答　

弁
／
中
村
健
康
福
祉
部
長

　
　
　
　

片
岡
学
校
教
育
部
長

　

①
公
費
負
担
割
合
の
見
直
し
や
職
員

の
処
遇
改
善
を
国
に
強
く
要
望
す
る
。

　

②
給
食
費
無
償
化
は
全
国
の
自
治
体

で
格
差
な
く
取
り
組
む
べ
き
。

　

③
「
※
関
係
人
口
」
が
毎
年
着
実
に

生
ま
れ
て
お
り
、極
め
て
優
位
性
が
あ
る
。

有
害
獣
対
策
、
効
率
的
な

捕
獲
と
処
理
施
設
拡
大
を

質　

問

　

①
鳥
獣
被
害
は
深
刻
化
。
移
動
式
囲

い
罠
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
？

　

②
ジ
ビ
エ
セ
ン
タ
ー
の
処
理
能
力
は

限
界
で
あ
る
。
年
間
３
千
頭
を
処
理
す

る
に
は
施
設
拡
充
が
不
可
欠
で
は
？

答　

弁
／
尾
村
産
業
部
長

　

①
今
後
、
必
要
機
材
等
の
情
報
収
集

を
行
い
、
導
入
に
向
け
て
検
討
す
る
。

②
施
設
の
増
強
を
検
討
す
る
段
階
で
あ

る
と
認
識
し
、
※
指
定
管
理
者
の
意
見

も
聴
き
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
る
。

市
の
財
産
を
活
か
す

計
画
的
な
活
用
に
向
け
て

質　

問

　

行
政
財
産
は
庁
舎
や
学
校
な
ど
市
民

生
活
に
不
可
欠
な
施
設
で
、
そ
の
処
分

に
は
制
限
が
あ
る
一
方
、
普
通
財
産
は

未
利
用
地
等
で
あ
り
、「
経
済
的
価
値

の
発
揮
」
を
目
指
し
売
却
や
貸
付
が
可

能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
活
用
計
画
や
処

分
方
針
の
策
定
予
定
は
あ
る
か
。

答　

弁
／
河
野
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当
部
長

　

普
通
財
産
は
財
務
部
で
管
理
し
、
貸

付
や
売
却
を
実
施
し
て
い
る
。
今
年
度

の
第
２
次
公
共
施
設
総
合
管
理
計
画
の

見
直
し
に
併
せ
、
遊
休
資
産
を
処
分
や

活
用
の
優
位
性
の
観
点
か
ら
分
類
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
取

組
み
を
通
じ
て
計
画
的
な
活
用
推
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

街
路
樹
の
管
理
方
針
に

つ
い
て

質　

問

　

街
路
樹
は
景
観
や
快
適
性
を
高
め
る

一
方
で
、
落
ち
葉
の
清
掃
負
担
や
通
行

の
妨
げ
、
視
界
の
悪
化
な
ど
生
活
へ
の

影
響
を
心
配
す
る
声
も
あ
る
。
将
来
の

倒
木
や
費
用
増
に
つ
な
が
る
心
配
も
あ

る
中
、
市
民
の
声
や
景
観
、
安
全
性
を

ど
う
両
立
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
台
信
技
監
兼
都
市
交
通
部
長

　

街
路
樹
に
つ
い
て
は
「
歩
道
に
段
差

が
で
き
る
」「
視
界
が
遮
ら
れ
る
」「
落

ち
葉
や
害
虫
が
困
る
」
な
ど
多
く
の
声

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
現
地
を
確
認
の

上
、
伐
採
や
剪
定
、
防
除
な
ど
、
適
宜

適
正
に
管
理
す
る
こ
と
で
、
ご
意
見
・

ご
要
望
へ
の
対
応
と
街
路
樹
が
持
つ
機

能
維
持
と
の
両
立
を
図
っ
て
い
る
。

一 般 質 問

落
おちうみ

海　直
な お や

哉
（市民クラブ）

質問した項目
■行政財産・普通財産の戦略的
管理について

■街路樹の管理運営について

重
しげもり

森　佳
か よ こ

代子
（清新の会）

質問した項目
■市民の暮らし優先の予算編成
を

■地域資源を活かした、循環型
地域づくりへの投資

■子宮頸がん予防と検診体制の
強化に向けて

重森議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

落海議員の
一般質問
全編映像は
コチラから
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一 般 質 問

※多文化共生社会　　 国籍や民族等の異なる人々が互いに文化的背景等の違いを認め合い、人権を尊重し合い、地域社会の対等な構
成員として共に生きる社会のこと。

い
き
い
き
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
の

質
向
上
に
つ
い
て

質　

問

　

支
援
員
の
高
齢
化
や
募
集
を
か
け
て

も
集
ま
ら
な
い
現
状
が
あ
る
。
支
援
員

確
保
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
対
策

と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
分

析
し
て
い
る
か
伺
う
。

答　

弁
／
福
光
生
涯
学
習
部
長

　

事
務
の
Ｄ
Ｘ
化
等
、
改
善
を
図
っ
て

い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
人
員
の
確
保
に

至
っ
て
お
ら
ず
、
本
年
４
月
か
ら
は
一

部
公
設
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
民
間
委
託
す

る
こ
と
に
よ
り
人
員
を
確
保
し
て
い
る
。

人
材
確
保
の
課
題
に
対
し
て
は
、
民
間

を
活
用
し
て
運
営
を
維
持
し
な
が
ら
、

根
本
的
な
制
度
の
あ
り
方
を
見
直
す
よ

う
、
国
や
県
に
対
し
強
く
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
く
。

認
定
こ
ど
も
園
等
の

安
全
管
理
に
つ
い
て

質　

問

　

東
広
島
市
内
に
あ
る
認
定
こ
ど
も
園

に
お
い
て
、
子
ど
も
が
施
錠
さ
れ
た
玄

関
の
ド
ア
を
開
け
外
に
出
て
し
ま
う
事

案
が
発
生
し
た
。
再
発
防
止
に
向
け
た

安
全
管
理
の
徹
底
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
伊
藤
こ
ど
も
未
来
部
長

　

児
童
の
人
数
確
認
を
徹
底
す
る
こ
と

や
、
複
数
の
目
で
見
守
る
体
制
づ
く
り

な
ど
の
具
体
策
に
つ
い
て
、
市
内
各
園

と
と
も
に
情
報
共
有
し
、
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
設
け

る
ほ
か
、
定
期
監
査
に
お
い
て
も
施
設

の
実
施
状
況
を
確
認
し
、
再
発
防
止
に

つ
な
げ
て
い
く
。

※
多
文
化
共
生
社
会
か
ら

和
文
化
共
生
社
会
へ

質　

問

　

本
市
に
は
100
か
国
以
上
９
７
８
１
人

の
外
国
人
市
民
が
暮
ら
し
、
総
人
口
に

占
め
る
割
合
５
．
１
２
％
は
中
国
地
方

で
最
も
高
い
。
市
民
調
査
で
は
「
習
慣

や
文
化
の
違
い
が
不
安
」、「
治
安
悪
化

へ
の
懸
念
」
が
約
３
割
に
上
る
。
一
方
、

外
国
人
市
民
の
困
り
ご
と
は
「
日
本
語

が
分
か
ら
な
い
」、「
お
金
」
が
上
位
を

占
め
、「
自
治
会
等
に
入
っ
て
い
な
い
」

が
８
５
．
６
％
に
達
す
る
。
こ
の
よ
う

な
中
、
日
本
人
が
一
方
的
に
多
様
な
文

化
に
合
わ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
の

良
さ
や
和
の
精
神
を
軸
と
し
、
外
国
人

市
民
に
も
日
本
文
化
を
理
解
し
て
も
ら

い
、
相
互
理
解
に
基
づ
く
「
和
文
化
共

生
社
会
」
を
目
指
す
べ
き
と
考
え
る
。

そ
の
認
識
の
も
と
、
課
題
の
一
つ
の
財

政
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
他
自
治
体
で

は
、
日
本
人
市
民
と
外
国
人
市
民
で
住

民
税
滞
納
率
に
差
が
あ
る
が
、
本
市
の

状
況
は
ど
う
か
。

答　

弁
／
川
口
副
市
長

　

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
な

お
、
令
和
６
年
度
課
税
分
で
は
、
日
本

人
市
民
１
．
２
６
％
、
外
国
人
市
民

９
．
７
４
％
と
な
っ
て
い
る
。

質　

問

　

大
き
な
差
が
生
じ
て
い
る
が
そ
の
要

因
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
。

答　

弁
／
多
賀
財
務
部
長

　

制
度
の
理
解
不
足
も
一
つ
の
要
因
と

捉
え
て
お
り
、
案
内
の
多
言
語
化
や
、

日
本
語
学
校
等
で
の
説
明
会
を
通
じ
、

理
解
不
足
の
解
消
に
引
き
続
き
努
め
る
。

一 般 質 問

山
や ま だ

田　学
まなぶ

（真政俱楽部）

質問した項目
■第４次東広島市国際化推進プ
ランについて

■保育所における地産地消・食
育推進の取り組みについて

鈴
す ず き

木　英
え い じ

士
（未来の風）

質問した項目
■教育施策について

鈴木議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

山田議員の
一般質問
全編映像は
コチラから
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一 般 質 問

※スマート農機　　 ロボットやインターネット技術・AI（人工知能）等の先進技術を活用し、農業生産の省力化、生産性向上等を目
指す農業機械の総称。

　ＲＴＫ　　 Real Time Kinematicの略で、「相対測位」と呼ばれる測定方法の一つ。衛星だけでなく基地局から発信される情報も組み合わせて位置を測定する。

本
市
に
お
け
る
農
作
業
の

自
動
化
に
つ
い
て

質　

問

　

少
子
高
齢
化
に
よ
り
農
業
の
担
い
手

が
不
足
し
て
い
く
中
、
※
ス
マ
ー
ト
農

機
の
導
入
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
最

近
で
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活
用
し
た
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
農
作
業
な
ど
が
あ
る
が
、
よ
り

高
精
度
な
自
動
操
縦
が
可
能
と
な
る
Ｒ

Ｔ
Ｋ
基
地
局
の
設
置
に
つ
い
て
、
本
市

の
考
え
を
伺
う
。

答　

弁
／
尾
村
産
業
部
長

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
位
置
情
報
デ
ー
タ
と
※
Ｒ
Ｔ

Ｋ
の
併
用
で
、
高
精
度
な
作
業
が
で
き

る
た
め
、
農
作
業
の
省
力
化
や
労
働
負

担
の
軽
減
、
生
産
効
率
や
品
質
の
向
上

等
が
期
待
さ
れ
る
。
一
方
で
基
地
局
の

設
置
費
等
の
コ
ス
ト
面
や
効
果
の
検
証

な
ど
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
先
進

事
例
の
研
究
を
行
い
、
農
業
者
の
利
用

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
い
き
た
い
。

本
市
の
児
童
虐
待
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て

質　

問

　

児
童
虐
待
は
な
か
な
か
表
に
出
る
こ

と
が
な
く
、
周
り
の
人
が
い
か
に
早
く

気
づ
き
、
早
期
対
応
・
早
期
支
援
を
行

う
か
が
重
要
で
あ
る
。
支
援
体
制
の
強

化
を
図
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
が
本

市
の
現
状
と
支
援
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
伊
藤
こ
ど
も
未
来
部
長

　

昨
年
度
か
ら
、
東
広
島
市
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
個
別
の
家
庭

ご
と
に
、
虐
待
の
予
防
的
な
対
応
も
含

め
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に

し
て
困
難
を
抱
え
る
家
庭
を
早
期
に
把

握
し
、
支
援
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

安
心
安
全
な
屋
内
の
遊
び
場

に
つ
い
て

質　

問

　

猛
暑
が
続
く
現
代
、
運
動
・
遊
び
の

機
会
減
少
が
子
ど
も
の
体
力
や
精
神
発

達
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
将
来
的
な
健

康
問
題
に
つ
な
が
る
と
文
部
科
学
省
や

専
門
家
が
指
摘
し
て
お
り
、
地
域
社
会

が
子
ど
も
や
若
者
に
屋
内
で
安
心
し
て

過
ご
せ
る
居
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
は

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

令
和
５
年
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

猛
暑
や
雨
天
時
も
使
え
る
屋
内
外
の
遊

び
場
の
充
実
を
求
め
る
声
が
多
数
寄
せ

ら
れ
、
今
年
の
「
第
五
次
東
広
島
市
総

合
計
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
は
、
高
校

生
が
今
の
状
況
に
課
題
意
識
を
持
ち
、

全
天
候
型
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
や
科
学

博
物
館
の
建
設
、
学
習
・
交
流
ス
ペ
ー

ス
の
拡
充
な
ど
、
多
様
で
具
体
的
な
ア

イ
デ
ア
を
提
案
し
て
い
る
。

　

市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
の
た
め
、
幼
児
か
ら
高
校

生
ま
で
が
安
心
し
て
遊
び
、
学
び
、
交

流
で
き
る
屋
内
遊
び
場
を
整
備
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答　

弁
／
川
口
副
市
長

　

こ
れ
ま
で
、
図
書
館
、
体
育
館
、
公

園
な
ど
の
既
存
施
設
を
活
用
し
、
こ
ど

も
が
身
近
な
地
域
で
多
様
な
体
験
や
交

流
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
提
供

し
て
お
り
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い

る
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
屋
内
で
安

心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
の
必
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
十
分
に
認
識
し

て
い
る
。
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
を
対

象
と
し
た
屋
内
遊
び
場
を
含
め
、
今
後

も
既
存
施
設
の
有
効
活
用
を
図
る
と
と

も
に
、
暑
さ
対
策
の
観
点
も
踏
ま
え
な

が
ら
多
様
な
居
場
所
の
充
実
に
努
め
る
。

一 般 質 問

木
き む ら

村　輝
て る え

江
（未来の風）

質問した項目
■Town&Gown構想について
■子どもの安心安全な居場所に
ついて

■マイナンバーカードについて

玉
たまがわ

川　雅
まさひこ

彦
（創志会）

質問した項目
■本市における農作業の自動化
について

■本市の児童虐待の現状につい
て

玉川議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

木村議員の
一般質問
全編映像は
コチラから
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一 般 質 問

※学校部活動の地域展開　　 休日の学校部活動を地域クラブ活動に段階的に移行していくこと。「地域の子どもたちは、学校を含めた地域で
育てる。」という意識の下、生徒一人一人の多様なニーズに応じた活動機会を提供するとともにスポーツ・文化芸
術活動の活性化を図ることを目指しており、東広島市立中学校の休日部活動は、令和９年度から地域に移行される。

本
市
で
の
※
学
校
部
活
動
の

地
域
展
開
に
つ
い
て

質　

問

　

本
市
の
学
校
部
活
動
の
地
域
展
開
の

現
在
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
市
場
教
育
長

　

現
在
、
地
域
連
携
・
大
学
連
携
・
団

体
連
携
の
３
つ
の
モ
デ
ル
を
展
開
し
、

外
部
指
導
者
に
よ
る
活
動
支
援
を
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
１
月
に
は
部

活
動
の
地
域
展
開
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

小
学
校
６
年
生
と
保
護
者
の
方
に
配
布

し
た
。
今
後
は
、
休
日
の
部
活
動
を
地

域
展
開
す
る
た
め
、
方
針
を
策
定
し
、

市
の
公
認
地
域
ク
ラ
ブ
の
認
定
要
件
を

示
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
、
国
の
制
度

の
方
向
性
を
十
分
に
確
認
し
な
が
ら
柔

軟
に
検
討
し
て
い
く
。

安
心
・
安
全
な
下
水
道
の

維
持
管
理
に
つ
い
て

質　

問

　

本
年
１
月
に
埼
玉
県
で
起
き
た
下
水

道
管
の
破
損
に
よ
る
道
路
陥
没
事
故
は

記
憶
に
新
し
い
が
、
本
市
で
も
昭
和
期

に
整
備
さ
れ
た
施
設
が
更
新
時
期
を
迎

え
つ
つ
あ
る
。
現
在
、
耐
用
年
数
を
超

え
た
下
水
道
施
設
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る

の
か
。
ま
た
、
重
点
的
な
更
新
対
象
箇

所
の
把
握
は
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
矢
野
下
水
道
部
長

　

管
路
の
総
延
長
約
600
㎞
の
う
ち
耐
用

年
数
と
さ
れ
る
50
年
を
経
過
し
た
も
の

は
、
民
間
宅
地
開
発
に
伴
う
管
路
約
２

㎞
の
み
で
、
更
新
対
象
箇
所
は
市
内
の

約
260
か
所
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
目
視
点
検

や
２
㎞
の
管
内
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
調
査
に

よ
り
劣
化
状
況
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

自
転
車
も
通
行
し
や
す
い

道
路
整
備
を
！

質　

問

　

来
年
か
ら
16
歳
以
上
を
対
象
に
自
転

車
に
も
青
切
符
が
適
用
さ
れ
、
自
転
車

通
学
を
行
う
高
校
生
も
そ
の
対
象
と
な

る
。
道
路
環
境
の
整
備
は
最
優
先
の
課

題
と
考
え
る
が
、
今
年
度
の
自
転
車
活

用
推
進
計
画
に
お
け
る
道
路
整
備
の
進

捗
と
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
川
口
副
市
長

　
「
車
道
混
在
型
」
の
整
備
を
基
本
と

し
て
お
り
、
矢や

ば

ね
羽
根
型
路
面
標
示
に
よ

り
路
肩
へ
自
転
車
の
走
行
位
置
を
明
示

す
る
。
今
年
度
は
、
一
部
の
道
路
で
整

備
工
事
と
実
施
設
計
を
予
定
し
て
い
る
。

今
後
は
、
ま
ず
は
新
た
に
整
備
す
る
都

市
計
画
道
路
へ
の
整
備
を
進
め
、
自
転

車
の
活
用
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
を
目
指
し
て

質　

問

　

県
内
に
自
転
車
の
プ
ロ
チ
ー
ム
も
あ

り
、
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
サ
イ
ク
リ
ン

グ
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
関
係
人

口
や
賑
わ
い
創
出
の
観
点
か
ら
、
サ
イ

ク
ル
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

答　

弁
／
福
光
生
涯
学
習
部
長

　

昨
年
度
、「
ヴ
ィ
ク
ト
ワ
ー
ル
広
島
」

と
結
ん
だ
包
括
連
携
協
定
に
よ
り
サ
イ

ク
リ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
、
今
年
も
開

催
予
定
で
あ
る
。
来
年
度
予
定
し
て
い

る
東
広
島
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
改

訂
に
お
い
て
は
、
自
転
車
を
通
じ
た
ス

ポ
ー
ツ
振
興
が
多
面
的
な
効
果
を
も
た

ら
す
と
い
う
点
を
踏
ま
え
、
安
全
対
策

に
配
慮
し
た
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

一 般 質 問

大
おおした

下　博
ひろたか

隆
（清新の会）

質問した項目
■東広島市自転車活用推進計画
について

■農業政策について

岡
お か だ

田　育
いくそう

三
（創志会）

質問した項目
■未来に挑戦する自然豊かな国
際学術研究都市の実現に向け
て

■教育施策について
■森林資源の活用について
■危険鳥獣被害について
■下水道事業について

岡田議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

大下議員の
一般質問
全編映像は
コチラから
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一 般 質 問

※随意契約　　６ページをご参照ください。

災
害
に
対
応
で
き
る

入
札
制
度
に
つ
い
て

質　

問

　

平
成
30
年
７
月
の
豪
雨
災
害
で
は
、

被
災
箇
所
の
多
さ
に
対
し
て
工
事
業
者

が
大
幅
に
不
足
し
、
結
果
と
し
て
災
害

復
旧
に
長
期
の
期
間
を
要
し
た
。
災
害

復
旧
工
事
等
は
速
や
か
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
適
正
な
競
争
性
を
確
保
し
た
上

で
、
一
般
競
争
入
札
の
地
域
要
件
を
強

化
、
ま
た
は
加
え
る
べ
き
で
あ
る
と
思

う
が
所
見
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

豪
雨
災
害
を
経
て
、
地
元
建
設
業
者

の
果
た
す
役
割
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、

そ
の
成
長
・
育
成
を
促
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
災
害
復
旧
工

事
や
小
規
模
工
事
の
発
注
方
法
に
つ
い

て
は
、
北
部
・
中
部
・
南
部
な
ど
の
地

域
別
単
位
に
限
定
し
た
発
注
方
法
を
検

討
す
る
な
ど
、
調
査
・
研
究
を
進
め
る
。

間
違
い
が
起
こ
ら
な
い

契
約
制
度
に
つ
い
て

質　

問

　

先
日
、
県
内
の
町
で
、
町
発
注
の
公

共
工
事
の
※
随
意
契
約
を
巡
る
贈
収
賄

事
件
で
、
職
員
を
懲
戒
免
職
処
分
し
た

と
報
道
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
指
摘
し

て
き
た
少
額
随
意
契
約
に
つ
い
て
、
同

じ
よ
う
な
間
違
い
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、

ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て
き
た
の
か
。

答　

弁
／
惣
引
総
務
部
長

　

令
和
６
年
度
か
ら
少
額
随
意
契
約
を

含
む
一
定
金
額
以
上
の
契
約
に
つ
い
て
、

入
札
の
結
果
及
び
見
積
徴
取
の
顛
末
を

全
庁
的
に
共
有
す
る
取
組
み
を
開
始
し
、

契
約
課
が
個
別
の
案
件
に
対
し
て
、
適

宜
助
言
等
を
行
う
体
制
を
整
え
た
。

歴
史
の
捏
造
は
、
日
本
人

か
ら
国
家
観
を
奪
っ
た

質　

問

　

朝
鮮
は
日
本
統
治
下
で
劇
的
に
近
代

化
が
進
ん
だ
。
李
氏
王
朝
末
期
の
朝
鮮

は
、
藁
の
家
、
道
路
の
な
い
ソ
ウ
ル
な

ど
前
近
代
的
で
あ
っ
た
。

　

日
本
は
本
国
の
予
算
を
投
入
し
て
、

道
路
、
橋
、
上
下
水
道
、
ダ
ム
、
港
、

病
院
等
を
つ
く
り
、
36
年
間
の
日
本
統

治
で
、
人
口
は
ほ
ぼ
倍
増
、
学
校
設
置

は
５
０
０
０
校
を
超
え
、
帝
国
大
学
も

設
置
、
延
長
６
０
０
０
㎞
の
鉄
道
を
敷

設
、
工
業
生
産
は
550
％
の
伸
び
等
で
、

こ
れ
は
植
民
地
と
は
言
わ
な
い
。

　

朝
鮮
独
自
の
言
語
を
ハ
ン
グ
ル
と
し

て
復
活
さ
せ
広
め
た
の
は
福
沢
諭
吉
で

あ
る
。
本
市
の
教
科
書
で
は
、
日
本
語

を
押
し
付
け
同
化
政
策
を
し
た
と
あ
る

が
、
こ
れ
は
嘘
で
あ
り
、
ハ
ン
グ
ル
を

教
え
て
い
る
写
真
が
残
っ
て
い
る
。

　

中
国
政
府
は
南
京
で
30
万
人
が
日
本

軍
に
よ
り
虐
殺
さ
れ
た
と
言
っ
て
い
る

が
、
広
島
原
爆
、
長
崎
原
爆
、
東
京
大

空
襲
よ
り
犠
牲
者
が
多
い
と
い
う
南
京

陥
落
後
二
日
目
の
写
真
は
平
和
そ
の
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
た
だ
け
で
捏
造

と
わ
か
る
。

　
「
大
和
心
」「
大
調
和
」
こ
そ
が
日
本

の
国
柄
で
あ
る
と
い
う
国
家
観
を
取
り

戻
す
必
要
が
あ
る
。
所
見
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

歴
史
認
識
の
形
成
は
、
年
齢
や
経
験

に
応
じ
て
成
熟
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、

義
務
教
育
段
階
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
に

は
、
偏
り
の
な
い
情
報
提
供
と
、
対
話

を
通
じ
て
学
び
の
機
会
を
保
障
す
る
こ

と
が
、
教
育
行
政
の
責
務
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。「
調
和
と
協
調
」
の
精
神

を
育
む
教
育
環
境
の
構
築
に
努
め
る
。

一 般 質 問

宮
みやかわ

川　誠
や す こ

子
（真政俱楽部）

質問した項目
■GHQの洗脳による戦後教育
は日本人から国家観を喪失さ
せた

田
た さ か

坂　武
たけふみ

文
（清新の会）

質問した項目
■効率的で公正な事務の執行に
ついて

■公共施設の適正な管理につい
て

田坂議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

宮川議員の
一般質問
全編映像は
コチラから
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一 般 質 問

※ハイビズ　　東広島ビジネスサポートセンターHi-Biz（ハイビズ）。東広島市ビジネスサポート協議会が運営する公的な経営支援拠点。
全国各地で自治体などが開設し成果を上げる「Bizモデル」という中小企業支援施設がモデルとなっている。

大
屋
根
広
場
整
備
に

市
民
の
声
の
反
映
を

質

問
大
屋
根
広
場
に
関
し
て
市
民
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
提
案
等
に
つ
い
て
見
解
を
問

う
。
①
常
設
店
舗
の
設
置
可
能
性
②
安

全
対
策
③
騒
音
、
ゴ
ミ
、
交
通
渋
滞
へ

の
対
応
④
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
る
経
済

効
果
⑤
駐
車
場
不
足
へ
の
対
応

答

弁
／
中
村
地
域
振
興
部
長

①
常
設
店
舗
の
設
置
は
考
え
て
い
な

い
が
、
仮
設
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

の
出
店
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
。
②
植
栽

等
に
よ
り
利
用
者
の
飛
び
出
し
を
抑
制

す
る
。
③
騒
音
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
周
辺
住
環
境
に
配
慮
し
た
施
設
配

置
を
検
討
す
る
。
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
り
と

し
、
イ
ベ
ン
ト
時
は
主
催
者
が
適
切
な

分
別
・
回
収
を
行
う
。
渋
滞
に
つ
い
て

は
、
自
家
用
車
の
利
用
を
抑
制
す
る
取

組
み
を
検
討
す
る
。
④
年
間
１
億
６
千

万
円
程
度
の
消
費
促
進
効
果
を
見
込
む
。

⑤
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
期
の
調
整
や
案
内

誘
導
・
事
前
の
広
報
を
工
夫
す
る
。

※
ハ
イ
ビ
ズ
の

今
後
の
運
用
に
つ
い
て

質

問
ハ
イ
ビ
ズ
が
開
所
し
て
５
年
が
経
過

し
、
新
た
な
仕
組
み
へ
の
転
換
も
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。
経
費
を
か
け
ず
に
売

上
げ
を
増
や
す
と
い
う
運
営
方
針
を
今

後
も
継
続
し
て
い
く
の
か
。

答

弁
／
細
谷
商
工
労
働
・
女
性
活
躍
担
当
部
長

「
ビ
ズ
モ
デ
ル
」
は
リ
ス
ク
が
少
な

く
、
事
業
者
の
経
営
改
善
に
有
効
な
支

援
策
の
一
つ
で
あ
り
、
今
後
も
よ
り
多

く
の
事
業
者
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
努
め
る
。

片
かたやま

山 貴
た か し

志
（創生会）

質問した項目
■大屋根広場について
■Hi-Bizについて

片山議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

育休退園制度、令和８年４月から廃止へ
市民の声と市議会の後押しで実現した制度見直し

　東広島市では、保護者が育児休業を取得した際、すでに保育園に通っている０～２歳児のきょう
だい児に退園を求める「育休退園制度」が長年運用されてきました。この制度は、十分な保育提
供体制の確保が難しい中で、増加する保育ニーズにできるだけ応えるために設けられたものでした。
　しかし、退園による保護者・子どもの負担増や再入園への不安などから、市民からは見直しを
求める声が多く寄せられていました。本市議会でも、令和４年から令和７年の間に延べ６人の議
員が一般質問や代表質問で制度の見直しを求めるなど、改善への機運が高まっていました。
　こうした声を受け、市は「保育士応援定着給付金」など独自の保育士確保策に取り組み、一定
の成果が見られたほか、令和８年度には新たに３つの小規模保育事業所が開設予定となるなど、
保育環境の充実が見込まれる状況となったことから、令和８年３月末をもって育休退園制度を廃
止することが決定されました。
　制度廃止により、４月以降は、保護者が育児休業を取得しても、希望すれば全年齢児が保育園
の利用を継続できるようになります。また、制度廃止前に育休退園した児童についても、再入園
の調整が行われる予定です。

　市民の声と市議会の働きかけが、子育て支援のさらなる充実につながった今
回の制度改正。誰もが安心して子育てできる環境づくりに向け、市議会として
も引き続き取り組んでまいります。
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ACTIVITY REPORT

東広島市議会活動レポート

過去の議会報告会の
報告書等はコチラから

建設委員会（豊栄・福富会場）
◆テーマ
　地域の公共交通について
　（第１部・第２部共通）

◆開催場所・日時
　①豊栄生涯学習センター
　　11月10日（月）　14：00～15：30
　②道の駅湖畔の里福富　多目的ホール
　　11月12日（水）　14：00～15：30

総務委員会（西条・高屋会場）
◆テーマ
　令和７年度予算について
　（第１部・第２部共通）

◆開催場所・日時
　①広島大学　ミライクリエ１階多目的スペース
　　11月６日（木）18：00～19：30
　②近畿大学工学部　Ｃ館３階（TERACO.LAB）
　　11月10日（月）18：00～19：30

文教厚生委員会（黒瀬・安芸津会場）
◆テーマ
　第１部：東広島市の医療政策についての
　　　　　市議会の取組み
　第２部：東広島市の地域医療について
◆開催場所・日時
　①広島国際大学東広島キャンパス　２号館８階多目的室
　　11月21日（金）　18：00～19：30
　②安芸津生涯学習センター
　　11月22日（土）　10：00～11：30

市民経済委員会（八本松・志和会場）
◆テーマ
　移住・定住支援について
　（第１部・第２部共通）

◆開催場所・日時
　①八本松地域センター
　　11月４日（火）　18：00～19：30
　②志和堀地域センター
　　11月７日（金）　18：00～19：30

議会報告会を開催します！
議会報告会とは？
　市民の皆様の声を議会活動に活かしていくため、常任委員会ごとに２地域ずつ、計８地域に市議会
議員が伺い、日頃の議会活動内容の報告（第１部）と皆様との意見交換会（第２部）を行います。
　お住まいの地域に限らず、どの会場でもご参加いただけます。事前の申込みは不要です。お気軽に
お越しください。
※手話通訳・要約筆記、託児が必要な方は開催日の７日前（土曜日、日曜日の場合はその前日）まで
にご連絡ください。（議会事務局　TEL：082‒420‒0966　FAX：082‒424‒9465）

写真は令和６年度に開催した各委員会の議会報告会の様子です。
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市
民
の
声

The letter from a citizen

市民の幸福を支える拠点としての市役所
影
かげやま
山　五

いつお
男（高屋町）

感謝の思いで地域貢献に挑戦
ペレス　セバスチャン（高屋町）

　区長をさせていただいた関係で市役所に行

く機会が増えた。以前は市役所の窓口での冷

たい応対に立腹したこともあったが、最近は、

たらいまわしにされることもなく、ていねい

に話を聞いたうえで担当者に引き継いでくれ

るなど、親切さを感じる。

　行政窓口での住民からの「カスタマー・ハ

ラスメント」という迷惑行為の問題を目にす

るが、笑顔とさわやかな挨拶で応対すれば防

げることもあると思う。偶然、市のホームペー

ジで東広島市職員行動理念というものを見た

が、そこに掲げられている市民起点の６つの

行動指針が徐々に実現しているのではないか

と感じる。市役所の職員の明るい応対は、市

民の幸福実現の一部であり、接遇のさらなる

向上にしっかりと取り組んで欲しい。

　昨年、米国から東広島市に引っ越してきま

した。昨今、各地で外国人問題が話題になっ

ており、転入する際は緊張しましたが、実際

に近隣の方にお会いすると温かく迎えてくだ

さり、とても嬉しかったのを覚えています。

日々の暮らしの中で、住みよいまちとは、そ

の土地に住む人々の優しさや思いやりから生

まれていることを学びました。私も感謝の思

いで海外では珍しい町内会の行事、ゴミ拾い

や草刈りにも積極的に参加し、最近では地元

のスーパーだけでなく、近くの喫茶店やレス

トラン、工務店や自動車整備工場などを利用

して親交を深めています。人とのつながりが

SDGsが掲げる『持続可能なまちづくり』に

もつながると信じて、これからもできること

から地域貢献に挑戦していきたいです。

■本会議・委員会等の中継映像
　本会議や常任委員会、全員協議会等の様子はインターネット（YouTube）でライブ配信しています。市議会ホー
ムページからアクセスできますので、ぜひご利用ください。
　また、本会議はご覧いただきやすいよう編集した録画映像を市議会ホームページで配信しているほか、KAMON
ケーブルテレビでも録画映像を放送しています。
■本会議・委員会の傍聴、本会議の手話通訳・託児
　傍聴は当日議会事務局で受け付けます。
　本会議は手話通訳・託児も可能です。希望される方は、希望日の７日前までに議会事務局にお申込みください。

　ご不明な点は議会事務局（082）420-0966へお問い合わせください。 東広島市議会
耳マーク

11・12月
日 月 火 水 木 金 土

11/23 24 25 26 27 28 29

本会議
（初日）

30 12/1 ２ ３ ４ ５ ６

常任委員会（議案審査）

７ ８ ９ 10 11 12 13

本会議（一般質問） 常任委員会
（議案審査）

14 15 16 17 18 19 20

常任委員会
（議案審査）

本会議
（議案審議）

予備日

21 22 23 24 25 26 27

令和７年第４回定例会の日程
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市議会だより
■発行／東広島市議会
■編集／広報広聴委員会
〒７３９ー８６０１
東広島市西条栄町８番２９号
TEL.０８２ー４２０ー０９６６
FAX.０８２ー４２４ー９４６５
　　　　　　  （議会事務局）

https:/ /www.ci ty.higashihiroshima.lg. jp/shgikai/ index.html

■ ご意見ご感想をお寄せください
　市議会だより・東広島市議会ホームページ
に関するご意見ご感想は、東広島市議会事
務局（左記）までお寄せください。
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今
年
の
夏
は
全
国
で
40
℃
を
超
え

る
地
域
も
多
く
、
酷
暑
・
極
暑
と
い

う
言
葉
で
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え
足
り
な
い
ほ
ど
の
暑

さ
で
し
た
。
ま
た
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そ
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ま
で
蒸
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空
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の
よ
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く
雷
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と
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も
各
地
で
発

生
し
ま
し
た
。
こ
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号
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お
手
元
に
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に
は
穏
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な
気
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で
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と
を
願
い
ま
す
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11
月
か
ら
は
常
任
委
員
会
ご
と
に

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。
昨
年

よ
り
開
始
時
刻
を
繰
り
下
げ
た
委
員

会
も
あ
り
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
み

な
さ
ま
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
ご

意
見
を
う
か
が
え
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
広
聴
委
員
会
副
委
員
長

 

向
井　

哲
浩

国の重要文化財　竹林寺（河内町）

※奏上　　天皇に意見や事情などを申し上げること。
　勅願寺　　 天皇の発願による鎮護国家、皇室安全を祈るための寺院。

小
おのの
野 篁
たかむら

の生誕の地
　竹林寺は天

てんぴょう
平２（730）年、行

ぎょうき
基という僧によって創建さ

れました。その後、弘
こうにん
仁11（820）年、平安時代の役人で歌人

でもある小野篁の奏
そうじょう
上※により勅願寺※となり、天

てんりゃく
暦５（951）

年、小野篁との由緒から篁山竹林寺と改めたとされます。
篁が詠んだ和歌「わたの原　八

や そ し ま
十島かけて　漕ぎ出でぬ

と　人には告げよ　海
あ ま
人の釣船」は小倉百人一首に選ば

れています。
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